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また2006年版では次の指示が加わっている。---一一 -一 ---~---一一 ---
j学 習 や 例 示 は，
･----一 -一一 -≒---一一 -----一 -




は本シラバスで重要視され，高学年地理への準備理 的 知 識 の 供 給 先 を 見 つ け分 析 し 伝達 し 適 用 す る
は， 本 シ ラ バ ス を 通 し て 統 合 さ れて い る。
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学習指導上， 不可 欠であ り， 教科 におけ る生 徒 の遂｜















































































泄 分 項目　　　　 問題数　解答数　 ％　　　　　　　　 ｜
IA　　 マルチ選択　　15　　　15　　　15 1






と くに価 値・態 度 に関 わ る側面 は見取 れず， 指




































































































































































**○ ◆ ◇ △ ☆
－　 －**○ ◇ △ ☆
－　 －**　 　　　△ ☆












◆ ◇ ＮＧ△ ☆
**　◆ ◇ Ｎ △ ☆















**○ ◆ Ｎ　 ☆ ★
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●:2000 年版 と2006年 版の間の破線の繋がりは主な対応関係 と内容 のまとまり（〈１〉 ～〈４〉）を示す。




：事 例学習 が明確 に指示 されている単元(惷か殳 に対応)。
： シンガ ポールの事 例や例証か見取れる単元。







から構成されていたが, 2006 年版 匚ｖ 」では，環
境変化，土地供給，水資源，汚染，地球環境問題
から再構成されてきている。 2000年版で は, GC
とＮｃ 育成 の両面が散在し， とくに 匚Ⅵ」 でGC
と社会問題の解決策や行動などの価値判断過程に
関わる指示が見られる。 2006年版では⑩⑩のよう
































Ｖ　 地理科 シラバスの構造性と系 統性 における
ＮＣ育成
１　 構造性












項目 内容 学習成果 主要 概念 価 値態 度
⑨
植生
●主な 植生 と亜類型 の植生の分類 と特徴 一森林
（熱 帯雨林， 落葉広葉 樹林， 針葉樹林） 一草原
（ サバナ， 温帯草原） 一砂漠（砂漠，ツ ンド ラ）
●気 候と植生 の相互関係●植生と人 間● シンガ
ポールの熱帯 雨林における事例学習
●主な植生 と亜 類型 植生の分類 と特徴を比
較説明す る。 ●地形 図上 の植生 の分類を説
明する。 ●気 候と植生 の関係を調 べる。 ＠
人 々にとって の植生 の利点を討論 する。 ＠






＠ 自然 遺産 への注








●移動通信の種類●技術発達 の結果 として の輸
送機関と通信手段の発達●移動通信 の発達 によ
る近接性や結節性の影響（ “縮小す る世 界”国
際化） ●移動通信の拠点として のシンガ ポール
の事例学習
●移動通 信の進歩によ って近 接性 や結節性
が どのように向上した のか説明 する。 ●移
動通信の拠点シンガ ポールの発展を調 べる。














●不十 分な水●水需要増加 の理由 ●水需要 増加
への対応 一水価上昇 一水供給の増加 ＜集水地域，
国際協定，技術（真水化，水 の再利用） 一水の
保全（公教育）● シンガ ポール水供 給の事 例学
習
●水利用 制限の理由を説明 する。ｅ 水需要
の増加 に対 する異な る対応 の効果 を評価す















下水） 一土地（廃棄物・除草剤） 一騒音 （建設
工 事・自動車）＠汚染 の原因 と広 がり●各段階
（個人， 国家， 世界） の汚染削減 のため の見通
し●シンガポ ールの環境保護 の事 例学習
●汚染を 減らすた めにその原因と広がり と
































































































































































































































































































































































13) 2007年度中のシンガポールNIE (National institute ofEducation)地理教育スタッフへの聞き取りによる。
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